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待
望
の
道
路
舗
装
工
事
完
成

あ
り
ま
す
。

本
路
線
は
泉
中
学
校
、

小
学
校
、
母
子
セ
ン
タ
ー

共
施
設
が
あ
り
本
事
業
の
完
成

を
待
た
れ
て
居
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
本
工
事
施
工
に
対
し

御
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
地
権

者
、
工
事
担
当
者
に
心
よ
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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村
内
の
勤
労
青
少
年
十
五
オ
か

ら
二
十
五
オ
に
対
し
て
、
「
わ
が

村
に
永
久
に
住
み
た
い
か
、
或
は

住
み
た
く
な
い
の
か
」
。

i

な
ど
に

つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
表
で

も
わ
か
る
よ
う
に
七
四
・
一
形
の

者
が
住
み
よ
い
村
は
青
少
年
に
と

っ
て
も
住
み
よ
い
と
こ
ろ
と
み
て

よ
い
で
し
ょ
う
。
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|わが村は住みよいと—·.' しろ：］
L●●-青少年と成人の実態調査から一...! 

まあまあ住みよい

57.6% 

（その2)

政治への関心度は
勤労青少年の政治に対する関心度では、大いに関心があ

る者が少なく、 「普通だと思う」。 と答えた者が60形と多

し'o

ところが成人からみた勤労青少年の政治への関心度では

「普通だと思う。」と「あまり関心がない」。 とで青少年

自身と成人が青少年を見た目で違つている点が注目され

る゚

親しい異性と交際

するとき 4.7%
・ . •· • •.. :、t. . 

社会に役立つことを
しているとき

4;7% 

なことに一番生きがい麦感じ

対し、青少年は仕事に一番生きがいを感じていると答えた者

が34•1% と最つとも多く、続いて趣味、レジヤーを楽しんで

いるときの順となっています。

政治に対する関心度

し叫二．．．．．．．．．．．

(60.0) 
60 ト・ ・・・．．．．． ．．．．．．．ー・＿．．．．．． ．．．．．•一 ー・・一・・-・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・--・・

了言

冒一励労＇令，少年

40にこ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

＊
い
に
関
心
が
あ
る

ま
あ
ま
ぁ
関
心
が
あ
る

抒

返

箪 y・・・・・・・・ー・・・・・ー・・・・・・--…………---・・---← 翠一成 入 力• ら

勁冑少年を
見た場合

あ
ま
り
閏
心
が
な
い

こ
の
こ
と
に
づ
い
て
は
昭
和
四

十
八
年
度
よ
り
若
干
の
改
正
が
あ

り
又
次
の
様
な
事
に
よ
り
借
入
れ

が
出
来
ま
す
の
で
御
利
用
下
さ
い

一
、
融
資
対
象
事
業
農
家
の
生

活
改
善
を
図
る
た
め
住
宅
を
新

築
、
増
築
及
び
改
築
す
る
場
合
に

必
要
な
資
金
（
宅
地
の
購
入
及
び

造
成
に
要
す
る
経
費
は
除
く
）

二
、
貸
付
け
の
相
手
方
農
家
用

住
宅
建
築
資
金
、
農
業
を
営
み
か

つ
農
業
に
従
事
す
る
個
人
で
次
の

各
要
件
を
満
た
し
て
い
る
も
の
。

け
そ
の
者
の
属
す
る
世
帯
の
農

業
所
得
が
当
該
世
帯
の
総
所
得

の一

0
0分
の
五

0
以
上
で
あ

る
こ
と
o•

• 

り
農
業
協
同
組
合
の
組
合
員
で

あ
る
こ
と
。

わ
か
ら
な
い

三
、
貸
付
対
象
事
業
貸
付
対
象

事
業
は
総
事
業
費
概
ね
五

0
0万

円
以
内
で
、
貸
付
限
度
額
は
最
高

二
0
0万
以
内
と
な
っ
て
お
り
、

償
還
期
間
は
十
年
以
内
、
利
率
は

六
分
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

四
、
借
入
者
選
定
申
請
書
の
受
付

期
間
第
一
回
昭
和
四
十
八
年
四

月
二
十
一

H
か
ら
同
年
五
月
二
十

一
日
ま
で
、
第
二
回
昭
和
四
十
八

年
八
月
二
十
日
か
ら
同
年
九
月
二

十
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
県
内
市
町
村
と
も
申
込
み

が
多
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
枠
も

限
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
特
に

申
し
添
え
ま
す
。

尚
詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
産
業

課
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

農
家
等
住
宅
建
築
資
金
の
利
用
に
つ
い
て



3
 

昭和48年 5月1日 No. 8 1 広報 たまかわ

慣
例
の
消
防
団
春
季
検
閲
は
、
五
月
六
日
泉
中
学
校
々
庭

に
お
い
て
、
三
百
二
十
五
名
の
団
員
と
婦
人
消
防
隊
、
各
部

-
h□

汀
ら
が
参
加
し
、
佐
久
間
団
艮
統
卒
の
も
と
行
な
わ

検
閲
は
国
旗
渇
揚
、
殉
職
消
防

団
員
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
あ

と
、
通
常
点
検
、
機
械
器
具
の
点

検
を
行
な
い
、
小
針
（
村
長
）
検

閲
官
ら
の
検
閲
を
受
け
た
。

小
針
検
閲
官
、
酒
井
勝
美
県
消

防
協
会
石
川
支
部
長
、
小
林
義

信
、
石
川
警
察
署
長
ら
の
講
評
、

訓
示
の
あ
と
優
良
防
火
家
庭
、
退

職
幹
部
、
一
般
協
力
者
に
対
し
表

彰
状
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
大
野

雅
人
県
議
、
小
針
保
三
村
会
議
長

か
ら
来
賓
祝
辞
を
受
け
、
規
律
訓

練
と
中
村
池
で
放
水
試
験
を
行
な

五月睛のもと盛大に実施

消防団春季検閲

前

団

長

須

田

荘

助

い
無
火
災
を
誓
い
終
（
＇
し
た
。

表
影
を
受
け
た
人
た
ち
は
次
の

と
お
り
。

村
長
表
彰
（
感
謝
状
）

団

長

表

彰

表
彰
状

0
防
火
優
良
家
庭

川

辺

小

針

由

信

ク

草

野

泰

助

蒜

生

曲

山

寛

一

小

高

車

田

平

三

郎

ク

須

藤

重

次

郎

ま
ち
が
い
や
す
い

印
紙
税
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

中
岩
法
寺

竜

崎

南
須
釜

ク

北
須
釜

ク吉
山
小
屋

四

辻

感
謝
状

〇
退
職
幹
部

前

副

団

長

前

川

辺

分

団

長

ク
蒜
生
分
団
長

ク
小
高
分
団
長

ク

中

分

団

長

ク
岩
法
寺
分
団
長

ク
竜
崎
分
団
長

ク
北
須
釜
分
団
長

ク

吉

分

団

長

ク
四
辻
分
団
長

0
一
般
協
力
者

東
北
電
力
玉
川
出
張
所

竜

崎

小

林

覚

一

南

須

釜

塩

沢

経

雄

川

辺

藤

原

重

正

北
須
釜
大
野
ナ
ミ
子

吉

有

賀

操 小

林

武

男

大

竹

友

重

小

林

喜

次

円

谷

房

吉

片

寄

八

郎

瀬

谷

武

義

矢
吹
義
―
―
―

須

釜

康

善

関
面
ご
偲
一

溝

井

勝

円

谷

房

吉

矢

部

常

一

真

弓

音

治

矢

吹

一

小

針

康

信

村

越

清

小

林

仙

治

矢

吹

忠

男

須

釜

康

善

大

和

田

正

不
動
産
売
買
契
約
書
や
借
用
証

書
、
領
収
書
な
ど
の
文
書
を
作
っ

た
と
き
に
は
印
紙
税
が
か
か
り
ま

す
。
印
紙
税
は
こ
の
よ
う
な
文
書

を
作
っ
た
人
が
、
そ
の
文
書
ご
と

に
定
め
ら
れ
た
額
の
収
入
印
紙
を

は
り
、
消
印
し
て
納
め
ま
す
。

印
紙
税
の
か
か
る
文
書
は
種
類

が
多
く
、
同
じ
種
類
の
文
書
で
も

記
載
金
額
に
よ
っ
て
印
紙
税
額
が

違
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
い

く
ら
の
収
入
印
紙
を
は
っ
た
ら
よ

ー
運
転
免
許
証
の
有
効
期
限
は
~

ー

誕

生

日

制

（

昭

和

四

十

八

年

四

月

一

日

か

ら

実

施

）

ー

一一
、
免
許
証
の
更
新
さ
れ
る
方
へ

あ
な
た
が
現
在
（
昭
和
四
十

八
年
―
―
一
月
三
十
一
日
）
も
っ
て

い
る
運
転
免
許
証
は
、
そ
の
有

効
期
限
内
に
必
ず
更
新
の
手
続

き
を
し
な
い
と
無
効
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

曰
叫
鬱
吋

i

ぐ
ふ
忠
環
f

宦

4
8
 

4
8
 

．

．

 
濯

↓

ご
f

く
だ
さ
い
。

↓・ 

い
か
、
ま
た
は
、
ど
の
よ
う
な
文

書
に
印
紙
税
が
か
か
る
の
か
わ
か

ら
な
い
と
き
は
、
遠
慮
な
く
も
よ

り
の
税
務
署
に
お
た
づ
ね
く
だ
さ

、0
＞ヽ

更
新
の
手
続
き
を
し
ま
す
と

次
の
図
に
示
す
よ
う
に
そ
の
免

許
証
の
有
効
期
限
が
誕
生
日
制

に
な
り
ま
す
。
(
+
月
一
日
生

れ
の
方
が
五
月
一
日
に
更
新
し

た
場
合
）

濯
咤
冷
喪
盃
翌
函
逹
j

珪
涸
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皿
．
 

10~ 

皿
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:
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四

10

-
H
s
-
D
J
0
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D
J
o
 

の
運
転
免
許
証
は
、
あ
な
た
が

試
験
に
合
格
し
た
あ
な
た
の
運

転
免
許
証
は
、
あ
な
た
が
試
験

に
合
格
し
た
後
の
三
回
目
が
有

効
期
限
に
な
り
ま
す
。

十
月
一
日
生
れ
の
方
が
昭
和

四
十
八
年
五
月
十
日
に
合
格
し

た
場
合
を
図
に
示
す
と
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

ーさ・巳一1
↓ • 

工舟朦
8皿回臣

↓ 

こ
の
よ
う
に
更
新
さ
れ
た
免

許
証
の
有
効
期
限
は
、
更
新
手

続
き
を
し
た
後
の
四
回
目
の
誕

生
日
と
な
る
も
の
で
す
。
そ
れ

以
後
は
三
回
目
の
誕
生
日
に
な

り
ま
す
。

↓

二
、
こ
れ
か
ら
新
た
に
免
許
証
の

交
付
を
受
け
る
方
へ

今
年
四
月
一
日
以
後
、
運
転

免
許
試
験
に
合
格
し
た
あ
な
た

竺
羞
言
。

1uJì
ニ
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↑
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4
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m
 (I) 
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(I) 

※
尚
わ
か
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
警
察
署
の
窓
口
ヘ
お
尋
ね

（
須
賀
川
税
務
署
よ
り
）

用 火 近
年
の
土
地
利
用
関
係
の
複
雑

化
に
よ
り
、
そ
の
権
利
を
明
確
に

す
る
た
め
、
毎
年
行
な
っ
て
来
ま

し
た
が
、
今
年
も
次
の
字
が
調
査

さ
れ
る
事
と
な
り
ま
す
の
で
、
本

地
域
に
該
当
す
る
各
位
様
の
特
段

の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す。

t

つ

t

,

／・’,．

/
/
9

ん
；
（
 

／
 

玉
川
村
公
民
館
で
六
月
五
、
六

、
七
の
三
日
間
、
さ
つ
き
展
を
開

き
ま
す
。

出
品
希
望
者
は
六
月
一
日
ま
で

村
の
公
民
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

～ 

さつき展
のお知らせ
ー、～｀‘

須釜南 1I 羞四田 大字

--

新山田 沢大井 地藤‘ 村中ヽ 乎門ヽ 川 向田、 鸞実施;i; 

ーの ーの 札場津間‘諏訪団 盗‘蜂ノ

部,部,II 根 左衛弥 巣‘ ， 

コ
き

n

昭
和
四
十
八
年
度

国
土
調
査
事
業
地
区

お
知
ら
せ
に
つ
い
て
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毎月 ー 日 は

交通事故ゼロ 歩行者優先の日

に
、
本
人
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
、

も
し
く
は
扶
養
義
務
者
の
昭
和
四

十
七
年
中
の
所
得
状
況
な
ど
を
届

け
出
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て

今
年
の
七
月
一
日
か
ら
来
年
の
六

月
三
十
日
ま
で
の
一
年
間
、
老
人

医
療
費
支
給
制
度
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
決

め
る
大
切
な
申
請
で
す
。

こ
の
「
老
人
医
療
費
受
給
者
証

更
新
申
請
書
」
が
提
出
さ
れ
ま
す

と
、
村
長
は
、
そ
の
申
請
書
の
所

得
状
況
な
ど
に
つ
い
て
審
査
し
、

老
人
医
療
費
受
給
者
証

ー
の
更
新
申
青含＂

写
真
は
泉
保
育
所
園
児
の
交
通

指
導
風
景
よ
り

たしかめて

またたしかめて

ハイ横断

今
年
一
月
か
ら
老
人
医
療
費
支

給
制
度
が
発
足
し
て
い
ま
す
。
こ

の
制
度
で
老
人
医
療
費
受
給
者
証

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
す

べ
て
毎
年
五
月
一
日
か
ら
五
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
に
「
老
人
医
療

費
受
給
者
証
更
新
申
請
書
」
を
役

場
に
提
出
し
、
老
人
医
療
費
受
給

者
証
の
更
新
交
付
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
老
人
医
療
費
受
給
者
証
の

更
新
申
請
は
、
す
で
に
老
人
医
療

費
受
給
者
証
を
受
け
て
い
る
場
合
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引
き
続
い
て
老
人
医
療
費
の
支
給

対
象
と
な
る
者
に
つ
い
て
は
、
新

し
い
「
老
人
医
療
費
受
給
者
証
」

を
交
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

゜
す

も
し
こ
の
申
請
書
を
提
出
さ
れ

な
い
と
、
老
人
医
療
費
受
給
者
証

の
交
付
の
対
象
か
ら
も
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
そ
の
場
合
、
老
人
医
療

費
を
受
け
る
資
格
が
あ
っ
て
も
、

七
月
以
降
医
療
機
関
等
の
窓
口
で

現
命
を
支
払
わ
な
い
で
医
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
特
別
な
事
情
が
あ
っ
て

更
新
申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
き
は
役
場
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
に
よ
り
毎
日
の
よ
う

に
犠
牲
者
が
出
て
お
り
、
特
に
四

月
、
五
月
の
連
休
に
お
け
る
犠
牲

者
が
多
く
発
生
し
た
こ
と
は
既
に

ご
存
じ
と
思
い
ま
す
。

交
通
事
故
は
ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
に
よ
り
発
生
い
た
し
ま
す
の

で
、
常
に
安
全
運
転
を
励
行
さ
れ

て
事
故
を
防
止
い
た
し
ま
し
ょ

う。
ス
。
ヒ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や
、
酔

ば
ら
い
運
転
は
大
き
な
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
。

梅
雨
入
り
は
平
年
並

か
や
や
早
め

曼
9

;

、
、、

i
,

9

`

3
カ
月
天
気
予
報

大
字
南
須
釜
字
鐙
摺
石
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．．． 
，
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と
実
に
大
き
い
。

．
 

．
 

手

形

石

～

↑. ．
 

大
字
南
須
釜
字
六
反
田
｛“

 

大
昔
、
こ
の
地
に
大
天
狗
が
｝

住
み
、
田
六
反
歩
を
一
背
に
背
5t

 

負
っ
て
立
つ
と
ぎ
石
に
手
を
つ
．

2
•• 

い
た
の
が
こ
れ
だ
と
か
。

と

・．
 

黄

金

塚

f

『
朝
日
さ
す
欅
の
丘
の
石
塚
に
～

黄
金
、
千
両
埋
め
あ
り
』
と
。
｝

J
 

r
 

i
 

須
釜
の
文
化
財
に
つ
い
て
昭
t
i

．．
 f

 

和
四
十
六
年
十
一
月
号
か
ら
十

5

｀
 ．
 

．．
 ．

．
そ
の
昔
、
八
幡
太
郎
義
家
公
大
古
の
頃
、
人
々
は
こ
の
石
の
六
回
に
分
け
掲
載
し
て
参
り
ま
へ

•• 

．
 

．．
 ｝

が
東
征
の
折
、
こ
の
小
径
を
通
上
に
粟
や
稗
を
持
ち
よ
っ
て
足
で
し
た
が
今
月
号
で
お
し
ま
い
と
'

。

な

り

ま

し

た

。

｝

る

と

き

、

こ

の

大

石

の

た

め

道

踏

ん

で

脱

穀

し

た

と

い

う

．

レ

保

存

会

の

ご

協

力

に

感

謝

申

｝

5

、
が
狭
く
乗
馬
の
鐙
が
こ
の
石
で
巾
十
六
メ
ー
ト
ノ

f
 

．．
 

～

摺

れ

た

と

い

う

。

横

十

ニ

メ

ー

ト

ル

し

上

げ

ま

す

。
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 •• 
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〇

概

況

五
月
は
例
年
に
比
べ
て
温
暖
な

日
が
多
い
見
込
み
で
す
が
、
特
に

前
半
は
お
そ
霜
の
恐
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

梅
雨
は
平
年
（
六
月
十
一
日

i

十
二
日
）
並
み
か
、
や
や
早
め
に

な
り
ま
す
が
、
六
月
中
は
比
較
的

晴
れ
間
が
多
い
で
し
ょ
う
。
し
か

し
六
月
末
か
ら
七
月
中
旬
に
か
け

て
は
、
梅
雨
前
線
の
活
動
が
活
発

と
な
り
、
梅
両
明
け
は
平
年
（
七

月
二
十
日
前
後
）
よ
り
多
少
遅
れ

る
見
込
み
で
す
。

あ

ぶ

す

り

鐙

摺

石

＊
字
南
須
釜
字
粟
踏
石

0
五
月
お
お
む
ね
周
期
的
に
天

気
が
崩
れ
ま
す
が
、
大
き
な
移

動
性
高
気
圧
に
お
お
わ
れ
た
り

発
達
し
た
低
気
圧
が
日
本
海
を

通
っ
た
り
し
て
、
気
混
の
高
い

日
が
多
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し

一
時
的
に
や
や
強
い
寒
気
が
入

り
、
お
そ
霜
の
お
り
る
恐
れ
も

あ
り
ま
す
。

月
平
均
気
温
は
平
年
よ
り
や

や
高
く
、
降
水
量
は
や
や
少
な

い
見
込
で
す
。

0
六
月
海
雨
の
入
り
は
、
平
年

並
み
か
や
や
早
め
で
す
が
下

旬
始
め
こ
ろ
ま
で
は
梅
雨
現
象

は
不
活
発
で
し
ょ
う
。
し
か
し

月
末
に
は
本
格
的
な
梅
雨
模
様

と
な
る
見
込
で
す
。

月
平
均
気
湿
は
平
年
並
み

粟

踏

石

須釜の文化財 ⑯
 

か
、
や
や
高
く
、
降
水
量
は
会

津
地
方
で
は
、
平
年
並
み
で
す

が
中
通
り
や
浜
通
り
地
方
で
は

乎
年
並
か
や
や
少
な
い
で
し
ょ

う。

0
七
月
冷
涼
で
、
し
ば
し
ば
梅

雨
前
線
の
活
動
が
活
発
に
な

り
、
大
雨
の
降
る
恐
れ
も
あ
り

ま
す
。梅

雨
明
け
は
、
例
年
よ
り
や

や
遅
れ
、
夏
型
の
天
気
に
な
る

の
は
月
末
に
な
っ
て
か
ら
で
し

ょ
う
。月

平
均
気
湿
は
平
年
並
み
な

い
し
、
や
や
低
く
、
降
水
量
は

会
津
地
方
で
は
や
や
多
く
、
中

通
り
や
浜
通
り
地
方
で
は
平
年

並
み
か
や
や
多
い
見
込
み
で

す。
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.、‘.
：
ど
の
よ
う
な
品

目
が
対
象
に
な
っ

．
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
法
律
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
品
目
は
、
昭
和
四
十
七
年
十

一
月
現
在
で
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
繊
維
製
品

糸
、
織
物
、
メ
リ
ヤ
ス
生
地
、

レ
ー
ス
生
地
、
ふ
と
ん
わ
た
、
上

衣
、
ズ
ボ
ン
、
ス
カ
ー
ト
、
ド
レ

ス
、
セ
ー
ク
ー
、
ワ
イ
ジ
ャ
ツ
、

開
襟
ジ
ャ
ツ
、
ポ
ロ
ジ
ャ
ツ
、
そ

の
他
ッ

ャ`
ツ
、
プ
ラ
ウ
ス
、
オ
ー

バ
ー
コ
ー
ト
、
レ
イ
ソ
コ
ー
ト
，

下
着
、
寝
衣
、
く
つ
下
、
た
び
、

手
袋
、
ハ
ソ
カ
チ
、
毛
布
、
ふ
と

ん
等
、
日
常
家
庭
で
使
用
す
る
繊

維
製
品
は
ほ
と
ん
ど
対
象
と
な
っ

て
い
ま
す

0

•• 

二
、
合
成
樹
脂
加
工
品

洗
面
器
、
た
ら
い
、
ベ
ビ
ー
ハ

ウ
ス
、
湯
お
け
、
バ
ケ
ッ
，、
か
ご

新
区
長
さ
ん
決
る

昭
和
四
十
八
年
度
の
区
長
さ
ん

が
決
り
ま
し
た
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

．
p

川

辺

区

長

・
小
糾
5‘金
一
，

ク

代

理

区

長

野

崎

幸

男

蒜

生

区

長

真

＇
弓

宝

味

ク

代

理

区

長

曲

山

嘉

昭

小

高

区

長

；
首

藤

信

勝

名
代
理
区
長
ー・岩

谷

友

房

l消費者のためにl
第2号

盆
、
水
筒
及
び
食
器
、
ご
み
容
器

等
の
食
事
用
、
食
卓
用
ま
た
は
台

所
用
の
器
具
が
指
定
さ
れ
て
い
ま

゜
す三

、
電
気
機
械
器
具

電
気
せ
ん
た
く
機
、
電
気
が
ま

電
気
ス
チ
ー
ム
ア
イ
ロ
ソ
、
電
気

毛
布
、
電
気
敷
布
、
電
気
ひ
ざ
か

け
、
電
気
座
ぶ
と
ん
、
・
電
気
掃
除

機
、
電
気
冷
蔵
庫
、
電
気
こ
た
っ

扇
風
機
、
電
気
冷
房
機
、
テ
レ
ビ

電
気
ジ
ュ
ー
＇
サ
ー
、
電
気
ト
ー
ス

タ
ー
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

四
、
雑
貨
工
業
品

鷹
法
ビ
ソ
、
保
温
水
筒
、
か
ば

ん
、
洋
が
さ
、
床
用
モ
ッ
プ
、
合

成
洗
剤
、
住
宅
用
ま
た
は
家
庭
用

の
洗
浄
剤
、
フ
ォ
ー
ム
マ
ッ
ト
レ

ス
、
く
つ
墨
、
合
成
皮
革
靴
、
革

手
袋
、
机
、
い
す
、
た
ん
す
、
塗

料
、
紙
類
、
漆
器
類
、
接
着
剤
が

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

中

区

長

久
代
理
区
長

岩
法
寺
区
長

ク
代
理
区
長

竜

崎

区

長

乙
代
理
区
長

南
須
釜
区
長

ク
代
理
区
長

北
須
釜
区
長

必
要
で
し
よ
う
か

小

針

要

祐

高

林

浅

男

、

大

竹

豊

司

佐
久
間
正
治

岡
部
角
一

小

林

正

与

塩

沢

清

則

関

根

米

ニ

佐
久
間
安
蔵

な
ぜ
品
質
表
示
が

競
馬
や
競
輪
の
払
い
も
ど
し
金

や
ク
イ
ズ
の
賞
金
な
ど
は
、
一
時

所

得

と

な

り

所

得

税

の

課

税

対

象

会

社

一

概

{

況

私
達
大
三
鋳
造
所
は
へ
昭
和

に
な
り
ま
す
。

四
十
二
年
十
一
月
川
辺
の
川
久

一
時
所
得
は
、
収
入
か
ら
、
そ

保
に
て
、
発
足
致
し
ま
し
た
。

の
収
入
を
あ
げ
る
た
め
に
直
接
支

そ
し
て
昭
和
四
十
四
年
一
月
よ

出
し
た
費
用
を
差
し
引
き
、
；
き
ら

り
現
在
地
点
の
大
字
蒜
生
字
鬼

に
一
時
所
得
の
特
別
控
除
額
四
十

～

淵
の
石
川
街
道
沿
い
に
移
転
し

万
円
を
差
し
引
い
た
残
り
の
二
分

i

、ま
し
た
'.o

.

の
一
に
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

i

,．一

従
業
員
四
十
名
、
そ
の
内
六

・

ク
イ
ズ
等
の
賞
品
は
、
そ
の
品

+
％
が
地
元
出
身
者
で
、
そ
の

物
に
よ
っ
て
一
定
の
方
法
で
評
価

他
浅
川
、
鏡
石
、
郡
山
、
喜
久

し
た
評
価
額
を
収
入
と
み
て
計
算

．

田
方
面
よ
り
汽
車
叉
は
会
社
の

し
ま
す
o

•• 

マ
イ
ラ
ロ
バ
ズ
で
通
勤
し
て
居

一
時
所
得
が
あ
っ
た
場
合
は
、

．

り
ま
す
。
．
．
．
．．＇

他
の
所
得
と
合
計
し
て
、
翌
年
の

仕
事
の
内
容
は
、
軽
合
金
の

二
月
十
六
日
か
ら
一
―
―
月
十
五
日
ま

鋳
物
鋳
造
専
門
で
、
特
に
技
術

で
の
間
に
、
確
定
申
告
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

W

を
必
要
と
す
る
機
械
物
を
得
意

（
須
賀
川
税
務
署
よ
り
）

1
,
1
J
‘

ー
・~
1＼
う3
｀

●』

.
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ギャンブル

にも税金が
かかります

壼層

ク

代

理

区

長

渡

辺

良

夫

吉

区

長

須

釜

嘉

美

ク
代
理
区
長
鈴
木
喜
一
郎

山

小

屋

区

長

石

森

保

男

ク

代

理

区

長

石

森

米

勝

四

辻

新

田

区

長

塩

田

実

ク
代
理
区
長
飯
田
源
一

尚
、
四
月
十
二
日
開
か
れ
た
区

長
会
で
区
長
会
長
に
首
藤
信

勝
小
高
区
長
が
、
副
会
長
に

は
佐
久
間
安
蔵
北
須
釜
区
長

が
選
れ
ま
し
た
。

大
げしー. 

・↑ 
・↑ 

だ場＿鋳
工 ょ造 ~ 

り

所

<

，

f
ー

1
¥＼
r'
し
§

自
動
車
の
ニ
ン
ジ
ン
部
品
及
び
一

富
士
電
機
部
品
、
そ
の
他
船
舶

i

関
係
、
計
量
器
関
係
等
、
軽
合
一

金
鋳
物
な
ら
一
切
承
た
ま
わ
っ
＿

>[[>>>
＂ょ
私
達
も
当
地
域
社
会
開
発
の

一
端
に
役
立
つ
為
に
明
る
い
働

き
良
い
会
社
に
し
よ
う
と
先

ず
、
本
年
度
は
、

一
、
楽
し
い
職
場
の
現
境
作

り

ズ
無
駄
の
根
絶

一
、
節
度
め
る
秩
序
作
り

と

し

て

居

り

ま

す

。

・

以
上
三
ツ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

従
業
員
の
経
験
年
数
も
十
五
年

掲
げ
、
楽
し
い
職
場
を
作
る
と

か
ら
二
十
年
の
技
術
者
を
多
数
に

、
共
に
、
当
地
域
発
展
の
為
、
従

有
し
、
東
北
人
特
有
の
骨
身
惜
し

業
員
一
同
張
切
っ
字
こ
居
り
ま

ま
ぬ
粘
り
強
さ
と
研
究
心
を
持
っ

て
優
秀
な
製
品
を
作
る
可
く
、
た
ず
。

ど
う
ぞ
今
後
共
宜
し
く
御
指

ゆ
ま
ぬ
努
力
を
積
み
か
さ
ね
て
参

ベ
'
Y
3
f
ふ
iA3
t
▲
f
^
.
.
 

“t‘
や
4
}
-

．^
、
i.

A〉
b

遁
と
御
協
力
下
さ
い
ま
す
様
御

り
ま
し
た
。
t.]f,•

• 

願
い
致
し
ま
す
。

ぉ
蔭
様
で
、
福
島
県
鋳
造
技
術

コ
ン
ク
ー
ル
で
も
毎
年
上
位
入
選

•

•

9

曹
、

、
．

•I'

~
!
!~ 

の
定
評
あ
る
鋳
物
製
品
を
作
成
し

て
居
り
ま
す
。

之
も
偏
に
村
の
皆
々
様
の
御
協

カ
の
賜
と
深
く
惑
謝
じ
て
居
る
仕

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

主
要
製
品
と
納
入
先

で
我
社
の
主
な
製
品
ほ
、
い
す
ず

、

"

・

h

》・‘̀

r
,
し
/
~
，
ヽ
ヽ
｀
｀

«J`‘J.'t~j,

'J 

む

す

び
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児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

児
童
手
当
制
度
に
つ
い
て
は
、

み
な
さ
ん
す
で
に
御
存
知
の
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
児
童
手
当
を
受

け
て
い
る
方
は
、
す
べ
て
毎
年
六

月
一
日
か
ら
六
月
三
十
日
の
間
に

「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
村
長
に

（
公
務
員
の
方
は
そ
の
勤
め
先
）

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

．

こ
の
「
届
」
に
よ
っ
て
、
、
村
長

は
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い

る
方
の
、
前
年
の
所
得
の
状
況

や
、
六
月
一
日
現
在
の
児
童
養
育

の
状
況
、
就
業
の
状
況
等
を
確
か

め
、
六
月
分
以
降
も
引
き
続
い
て

児
童
手
当
を
支
給
す
る
か
ど
う
か

を
決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
o•

• も
し
、
こ
の
「
届
」
を
提
出
さ

れ
な
い
場
合
に
は
、
引
き
続
い
て

児
童
手
当
を
受
け
る
資
格
が
あ
っ

て
も
、
六
月
分
以
降
の
児
童
手
当

は
、
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。ま

た
、
支
給
範
囲
の
拡
大
に
よ

り
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
分
よ
り

支
給
が
開
始
さ
れ
る
方
も
、
同
様

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
な
お
、
児
童
手
当
の
支
給
を
受

け
て
い
る
方
や
、
養
育
を
さ
れ
て

い
る
児
童
に
つ
い
て
、
住
所
が
変

っ
た
り
、
氏
名
が
変
っ
た
り
、
、
出

生
等
に
よ
っ
て
児
童
数
が
増
え
た

り
、
減
っ
た
り
し
た
よ
う
な
場
合

等
に
つ
い
て
は
、
こ
ま
か
く
手
続

き
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
役
場
住
民
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

次
の
児
童
手
当
支
払
期
日
は
六

月
八
日
で
す
。
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一血

潮

来

の

旅

溝

井

一

郎

一

＂
舟
ゆ
け
ば
波
に
押
さ
れ
て
葦
の
葉
の
さ
ゆ
れ
と

＿
 

一

111

な
れ
り
音
も
か
そ
か
に

＿
葦
の
葉
の
音
に
た
ち
つ
つ
よ
し
さ
り
の
鳴
き
や

一

111

ま
ず
し
て
夕
月
か
か
る

ー
吾
が
舟
の
帰
り
と
な
れ
る
中
よ
り
は
潮
来
の
空

一

に

月

淡

く

見

ゆ

一

血
夕
近
き
潮
来
の
河
の
小
波
は
黒
黒
と
し
て
舟
に

一

ょ

り

来

る

一

血
葦
の
葉
の
さ
や
さ
や
ふ
れ
あ
ふ
音
の
し
て
葉
末

11

に
か
、
る
夕
月
淡
し

l
-

＿＿

_-i-＿
m
=
l
i
:
-
-
m
_
l
:
m
:
-
9
“
 

ほ
お
の
粘
膜
、

く

ち
び

る

の

裏
、
掘
ぐ
き
な
ど
に
ア
ヮ
粒
大
が

ら
ェ
ソ
ド
ウ
大
の
白
色
あ
る
い
は

゜

薄
黄
色
の
班
点
が
出
ま
す

こ
れ
を
ア
フ
ク
と
い
い
、
ま
わ

り
が
充
血
す
る
の
が
特
徴
で
す
。

子
ど
も
に
多
い
の
で
す
が
成
人
で

Q 

芝 一
廷ヽ ((!///爪／＼）い,j(f冷格

も
胃
腸
病
や
月
経
、
妊
娠
、
出
産

な
ど
全
身
体
力
の
弱
っ
た
と
き
に

も
お
こ
り
や
す
く
、
ビ
タ
ミ
ソ

C

の
欠
乏
が
原
因
だ
と
い
わ
れ
ま

す
。
―
つ
で
き
て
も
非
常
に
痛
く

孤
立
性
に
く
る
の
が
ふ
つ
う
で

す
が
、
多
発
性
に
く
る
と
食
事
が

で
き
な
い
の
で
全
身

に
悪
い
影
響
を
与
え

ま
す
。手

当
て
を
す
れ
ば

ふ
つ
う
四
、
五
日
で

な
お
る
も
の
で
す

が
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
ア

フ
タ
が
で
き
て
、
一

カ
月
以
上
も
か
か
る

こ
と
も
あ
り
、
口
内

炎
ぐ
ら
い
と
軽
い
考

え
で
い
る
と
、
ひ
ど

い
目
に
あ
い
ま
す
。
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死
亡
者
氏
名

大

和

田

広

治

石

井

健

吉

矢
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ツ

溝

井
大

竹
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橋
小

林
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原

塩
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世

帯

主

名

続

柄

主

庄

治

の

父

主

紀

男

の

父

太

郎

祖

母

主

安

喜

の

養

父

主

秋

子

の

夫

ク

栄

一

の

母

ク

寿

子

の

夫

義

正

母

ニ
―
―
一
夫
ク

一

ヽ＿
こ
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

（
四
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

北，，，，南，，，，竜，，，，

須 、須'
釜釜

ーロ医学

為
部

落

出

生

児

氏

名

川

辺

三

瓶

勉

み

ク

磯

目

は

る
山

綺

良

浩

添

田

春

子

石

井

和

男

高

林

浅

栄

小

林

英

夫

岡

部

睦

美

吉

村

知

枝

美

大

越

隆

幸

草

野

康

弘

崎

中小ク

高
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木

の

芽

風

拙

郎

Ill

[

楢

山

の

芽

吹

け

る

径

を

親

し

め

り

皿

』．
～
沈

丁

の

香

の

｀

、

う

す

れ

を

り

朝

の

雨

-

歩

を

返

す

畦

に

あ

ふ

れ

し

い

ぬ

ふ

ぐ

り

[

ど

ヵ

〗
田
の
月
の
曇
る
は
蛸
斜
の
集
ひ
を
り

[

桑

解

き

の

お

ん

な

の

こ

え

や

畦

越

ゆ

る

[

呻

、
田

の

牛

の

は

げ

む

に

燕

返

し

く

る

[

11

切

株

に

仔

牛

・

ま

つ

は

り

春

惜

む

皿

子

等

な

べ

て

家

を

い

て

を

り

花

便

り

111

那

須

山

の

夕

日

に

染

り

初

燕

叩

血
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の

芽

風

父

祖

の

象

石

洗

ひ

け

り
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安一正角彦浅実清久幸政世

之 三塁
ーニ男一次助 一郎由名

// // ク

孫
の
長
男

長

男

孫ク ク孫 続

柄
孫

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

（
四
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

治
療
は
医
師
の
指
示
に
従
い
ま

、び

三

月

分

の

出

生

届

で

、

次

す
が
、
家
庭
で
は
オ
キ
シ
ド
ー
」
―
の
出
生
児
の
名
前
を
誤
っ
て

か
重
曹
を
う
す
め
て
う
が
い
を
さ
正
掲
載
し
ま
し
た
で
お
の
詑
び

せ
ま
し
ょ
う
。

i-

―-a

申
し
上
げ
ま
す
9

食

べ

も

の

は

熱

い

も

の

や

、

か

部

落

出

生

児

氏

名

ら

い

も

の

は

な

る

べ

く

さ

け

、

痛

中

吉

田

正

広

み

が

ひ

ど

い

と

き

は

流

動

食

に

し

世

帯

主

名

続

柄

ま

す

。

金

治

孫




